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福井県三国町旧市街地の町家 と町並みに関す る調査研究
一下町の景観一
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 The research purpose is performing present condition grasp of rows of houses and a town house ' 
by "row of houses investigation" in the Mikuni old city area.  As the research method, the result of 
row of houses investigation is summarized asdata, it divides into the area like Mikuni old city area 
-(Shitamachi, Uwashinmachi,  Takidani) -  (Uramati, Omotemati), and present condition grasp is 
performed. Moreover, the data of row of houses investigation of the  Mikuni old city area  in 1980 
by Mr. Tamai is used, and the change for these about 20 years, especially the change about a town 
house are considered. In addition, the definition of the town house in this investigation shall have 
touched the adjoining house and eaves, and should retreat from the road of the front of a building, 
but shall have left the front design well.
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1.研 究目的 と研究方法
本研究の目的は,2002年9～10月に行った福井県
三国町旧市街地の町並み景観調査1)によって明らか
になった,町並み景観の現状に関する調査結果の概
要の報告 と分析にある.調査範囲は三国町旧市街地
の,お もに滝谷 ・下町 ・上新町の3地 域であ り,本
稿ではとくに九頭竜川沿いに展開する下町を中心に
検討する.具体的には下町の地域性の抽出ならびに,
1980年に行われた調査2)との比較に基づく,ここ約
20年間における町並み,とくに町家景観変容の実態
解明である.これをもって,今 後の町並み整備の基
礎資料の一端 として役立てたい.
2.旧 三国湊な らびに下町の概要 帥
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越前三国湊は,福井平野を南か ら北に流れる九頭
竜川が 日本海 に注ぐ河口近くの右岸 に位置する.支
流竹 田川がこの三国湊の位置で九頭竜川 と合流 して
いて,三 国湊の川上側は竹田川,川 下側は九頭竜川
に面することになる.
下町は,森 町 ・岩崎町か ら松ヶ下町に至る地域が
最も古く中世に遡 り,その後正保2、年(1645)頃川
下の元新あた りに人家が建ち始め,や がて下新町が
分かれる.ほぼ同時期の慶安元年(1648)頃からさ
らに川下側の木場町にも人家が建ちならぶが,下新
との問の低地に盛土をして今町が出来るのは享保2
年(1717)以降のことである.一方、川上側の四 日
市町は天和3年(1683)に成立 している.
森町か ら松ヶ下町に至る下町通 りは自然地形によ
ってかなり曲が りくねってお り,また町境の横町の
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位置で食い違いがあることが多い.そ れに対して元
新 ・下新町は,ほ とん どの道路が台地上で高低差の
かなりある地形にもかかわらず直線状で横町通 りと
も直交している.こ の違いは町割の成立時期と成立
過程の相違 を示す.す なわち,前者の少なくとも17
世紀前半にまで遡る自然発生的な町割に対 し,後者
が17世 紀半ば以降の計画的な町割 とい うことであ
る.な お,下 町には数多くの寺社門前町があるが,
それ ら寺院 ・神社の成立年代には中世に遡るものも
あって,中 世末期にはかなり開けていたと考えられ
る(表1・図1).
下町には,酒 ・油 ・米などの各種問屋など三国湊
の町役人を務めるような大商人の住居が並んでいた.
また下町 ・上新町には ともに,表町 ・裏町があって,
近世末下町の表町は14町、裏町は16町とい う.い
表1下 町(表町)の成立
わゆる有力者ゴ大商人は表町,対 するに雇 ・賃持 ・
車力な どの単純肉体労働に従事する人々が裏町に居
住 した らしい.
3.調 査結果からみた下町の特徴
四日市町
森町
岩崎町
上ミ町
中町
元町
大門町
上西町
下西町
松ケ下町
元新町
今町
下新町
江戸初期までに成立
0
0
0
0
0
0
0
0
0
江戸中期～江戸後期
1683年天和3年
1645年正保2年
16481
1716年享保2年
1699^-1735
明治以降
明治元 年 に口
し中元町に
明治7年
桜谷町
岩崎町
玉井町①
中元町②
大門町③
上西町④
下西町
松ケ下町⑥
元新町⑦
今新町⑨
(獅 の嚢幻)と謝井②御醐 の襲町Dと合併
③観音町(上新町)と合併(4,町⊂ヒ≡観町)と合併(...::町(下町の劉)と合併
⑥百繍 の劉)と上旭囎 荊)と合併
⑦醐 Φと緑町化爾)と台併
聯Dと 台併(一)と 台併(㈱ 町から分化して成立
3.1三 国全体か らみ た下町の特徴
3.1.1建物全体 について
建物形態 に注 目す ると,湊町の象徴で ある土蔵 や,
三 国祭 の山車の格納庫,山 車小屋 は,圧 倒 的に下町
に多 く,下町 は今 なお三国湊の 中心 とい える(図2).
しか しその反面,建 物構造をみ る と鉄骨造が多 く,
また1981年以降の建 物 も下町に多い(図3)こ とか
ら,町 並み景観 が大 きく変化 した地域 と言 える.
3.1.2町家型住宅 につ いて
町家 型住宅は下町が もっ とも多い との予想 に反 し
て,滝 谷が1番 多い結果 になった(図4).た だ し屋
根 形状 で は,三 国町 の町家型住宅 の特徴 であるか ぐ
ら建 て(前下屋 ・か ぐら建 て1・II)4)が他 地域 に比
べて多 く,主 流 を占めている.階 数や建築年代 をみ
て も,下 町 には多 くの古 い形式 の町家 が残 ってい る
よ うで ある.
3.1.3町家型住 宅の正面意匠 につい て
町家 の件数 では滝谷 が最 も多いが,正 面意匠 に関
して は下町が よ り特徴 的であ る.下 町の町家は装飾
的で,豪 華 な造 りであ る.こ れ を明示す るのは小屋
根の意 匠で,下 町では,「破風板 ・確風留 め+絵 様剖
'り形」が多 く
,「劃 り形」が少 ない。滝谷 は,逆 に 「絵
様剖 り形 」が少 な く,「刹 り形」 が多 い(図6).ま
た2階 窓形式では,鉄 格子 と無双窓が特徴 的である
(図7).この2形 式 の成 立年代 は,無 双 窓が江戸時
代,鉄 格 子が大正期 と,大 きな差 があ る.こ の事実
は下町にお ける幅広 い成立年代の 町家 の存在 を示唆
す る.
織
?
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図・ 三国町肺 街地と下町の各町 聾
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3.2下町内における各町の特徴
下町内の各町を比較する。とくに町の成立年代に
注目して,町 家型住宅の動向を検討 した.町 を成立
年代によって江戸初期 と江戸中期～後期の2グ ルー
プに分けた(表1参 照).江戸初期は91棟,江戸中
期～後期は20棟と,残存件数に差があるため必ず し
も正確ではないが,両 者間には相違がみ られた.
まず屋根形状に関しては,初期は切妻 ・平入 とか
ぐら建て1が 多くを占め、中～後期は均一に在 した
(図8).このことから,古くはかぐら建て1も しく
は切妻 ・平入が主流であったことが推測される.正
面意匠に関して特徴的な事項を挙げると,2階 窓形
式において,格子は江戸初期に多く,出格子は両者
ともほぼ同数である.雨戸 ・戸袋は中～後期の方が
多く残っている(図9).2階意匠に関しては,「持送
り絵様剖 り形」が初期にしかなく(図10),袖壁 も
圧倒的に江戸初期が多い.ま た小屋根形式に関 して
は,初 期は化粧垂木が多 く,中～後期は幕板を用い
た家が多い(図11).
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表2現 存する町家(1980年調査時)
1980年度 の調査結果 と比較検討 した結果,構 造 と
建物用途に関 しては,ほ ぼ同 じ傾 向で あったが,建
築年代 に関 しては,明治 中期以前の建物が1980年度
調査時には100件前後 あったのに対 し,40件とかな
り減少 してい る.ま た,屋 根形状 に関 して は,前 下
屋 ・か ぐら建て1・IIの件数が120件ほ どあったが,
今回調査で は60件 と、これ また減少 し,分布 をみて
も1980年度調査 に比べて点在す る傾 向に あって,地
域的 特徴 の抽 出 が困難 な状況 であ る(図12・13).
1980年度調萱 で実例 の挙 げ られ た町家意 匠 にお い
て とくに変化 が著 しい のは小屋根形式 で,厚 板 は ほ
ぼ半分消滅 してい る.2階 窓形式 の細部意 匠 も消滅
しっつ ある.た だ し無双窓の あった建物 は,す べて
その形式 を残 してい る(表2・3).
名前(所在地)
島田(今町)
坂井(今町)
岸 名(下)
松木(松ケ下)
名村(松ケ下)
佐藤(松ヶ下)
宮本(下西)
北(下 西)
名村(上西)
森田(元町)
名田(下西)
浅田(上ミ町)
根 形
妻入
かくら
かくら
かくら
かくら
かくら
かくら
かくら
かくら
平入
かぐら
かぐら
2階窓形弐
無双.
格子
無双窓 厚
格子 厚
子 厚
子
無双窓
格子
格子
格子
無双心
小屋根形式
厚板垂木付
厚板
むくり
厚
厚
2下
天井
天井
腕木
天井
登り梁
腕
登り梁
天井
腕
腕木
有
無
無
有
無
無
2
2階
主屋部のみ、2
2
2
つし2
総2、2
主屋部のみ
主屋部のみ
表3現 存する町家(今回調査)
名前(所在地)
島田(今町)
坂井(今町)
岸 名(下)
松木(松ヶ下)
名村〔松ヶ下)
佐藤(松ケ下)
宮本(下西)
北(下 西)
名村(上西)
森 田(元町)
名田(下西)
浅田(上ミ町)
屋根 形
入
かぐら1
かぐらI
l下屋
かくら1
かくら皿
かくら1
かくら皿
かくら1
かくら1
かくら1
かくら1
2階窓形式
無双窓
出格子
無双 、 厚
小屋根形式
格子 ・木製引き違い窓
格子
格 子
製 引き い窓
無双,. 厚
厚
格子 むくり
無双,
2下 袖
無
せがい天井
無せがい天井
腕
せがい天
登り梁
登り5
腕 無
登り梁 有
有せがい天井
腕木 無
腕 無
2
r`2
2
つし2
r`2
2
総2
総2
つし2
総2階
総2
つし2
つし2
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5.お わ りに
以上の検討から,下町は今なお三国湊の中心地と
して三国湊繁栄時の景観を残していることが うかが
えた。背景 としては,町家型住宅が多 く残存 してい
ることがある.下町の中でも,そ の特徴をよく残す
のは江戸初期以前成立の各町である.しか し,町並
み景観に大きく影響する町家型住宅の改修が進んで
お り,1980年度調査との比較では,こ の約20年間
で,多 くの町家型住宅が無 くなっていることが分か
った.下 町は新 旧幅広い建物が混在する地域へ急速
に変貌 しつつあるとい うのが実状である.
註
1)現地調査は福 井大学藤 田研 究室(日本建築史研 究
室)に よる.な お本調 査は,藤 田と(株)サ ンワコ
ン との共同研究 「福井県三国町 旧市街 地の町並み景
観 に関す る調査 ・研 究」(平成14年 度)の 一環であ
る.こ こでの町屋 とは,「隣接す る家 と軒 を接 してお
り,建 物前面 の道路か ら後退 してお らず,正 面の意
匠をよ く残 してい る建物」 と定義 した.
2)1979年7月 ～81年3月 、玉井哲雄氏 らによっ
て実施 され た民家 ・町並み調査.た だ し,玉 井氏 ら
の調査 は,三 国町 旧市街地の主要 な地域 に限 る.,
3)参 考文献【3][4】を参照.
4)か ぐら建 てには,前 下屋のほかに2形 式 ある.
ここに言 うか ぐら建 て1と は,平 入部分 の棟 が妻入
主屋 部 と接 しているものを言 い,かぐら建 てIIとは,
平入部分の棟 が妻入 主屋部 の手前にあ り接 していな
い ものを言 う(参 考文献[1】).
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